






























































1 月に老人性急性肺炎のため入院する。そして、医師が 2 か月の休養が必要で
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あるとの診断を下すと、首相の国会欠席は公約である「国会運営の正常化」に









1930（昭和 5）年 11 月 14 日、浜口が東京駅頭で右翼活動家の佐郷屋留雄に狙
撃されて重傷を負うと、外相幣原喜重郎が首相代理として第 59 議会に臨んだ
が、軍備縮小に関するロンドン条約問題で失言したため議会は混乱した。翌年
3 月 10 日、浜口は野党側からの登院の要求に応ずる形で病を押して議会に出席
したが、病状の悪化によって 4 月 5 日に再入院したため、8 日後の 4 月 13 日に
内閣は総辞職し、元首相の若槻礼次郎が後継内閣を発足させた。このような状


















































































































あるいは、1921（大正 10）年 2 月、急速に勢力を拡大させていた大本教を警
戒した政府が、出口王仁三郎ら三名を不敬罪と新聞紙法違反で起訴し、10 月 5



























軍備拡張乎」（大正 2 年 1 月 5 日号〜 3 月 15 日号）と「大日本主義乎小日本主

















































治していた 19 世紀から 20 世紀初頭という時代においては、領土の広さは国力
の代理指数として人々に受け止められていた。特に、日本の場合は、列強から
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（ 2 ）それゆえに、石橋は 1947（昭和 22）年に連合国最高司令官総司令部（GHQ）か
ら公職追放指定を受けた際、自らがどれほど軍国主義に反対してきたかを訴える
上申書を GHQ に提出したのである。
（ 3 ）長幸男『石橋湛山の経済思想』東洋経済新報社、9-10 頁。
（ 4 ）司馬遼太郎『歴史と小説』集英社、1979 年、115 頁。




（ 7 ）増田弘『石橋湛山』中央公論社、1995 年、25 頁。
（ 8 ）なお、文明批評という観点から石橋と田中の関係を検討した研究としては、次の
文献を参照せよ。姜克実「若き石橋湛山の文明時評」『史観』第 118 号、早稲田
大学史学会、1988 年、19 〜 31 頁。
（ 9 ）昭和 6 年 4 月 18 日号社説「近来の世相ただ事ならず」、『評論集』170 〜 174 頁。









（17）昭和 13 年 4 月 23 日号社論「公益の増進には個人の私利心の尊重を要す」『著作集』
2、206 頁。




（22）大正 4 年 7 月 25 日号時論「代議政治の論理」、『評論集』63 〜 69 頁。
（23）大正 2 年 3 月 5 日号社説「犬養・尾崎両氏に与う」、『評論集』39 〜 43 頁。
（24）大本教は、1935（昭和 10）年にも警察による弾圧を受けている。そのため、1921
年の弾圧を第 1 次大本教事件、1935 年の弾圧を第 2 次大本教事件ともいう。なお、
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両事件については、次の文献からその詳細を知ることができる。池田昭編『大本
史料集成』全 3 巻、三一書房、1982 〜 1985 年。
（25）大正 10 年 10 月 29 日号小評論「白蓮夫人の家出ほか」、『評論集』124 頁。






（30）大正 10 年 7 月 30 日号社説「大日本主義の幻想」（第 1 回）、『評論集』102、103、105、
109 頁。
（31）大正 10 年 7 月 23 日号社説「一切を棄つるの覚悟」、『評論集』98 〜 99 頁。
（32）大正 10 年 8 月 13 日号社説「大日本主義の幻想」（第 3 回）、『評論集』121 頁。
（33）ラドケ、クルト・Ｗ、（鈴村裕輔訳）「日本の経済的自由主義における国家主義と
国際主義」『国際日本学』第 4 号、法政大学国際日本学研究センター、2007 年、
113 頁。
（34）昭和 7 年 2 月 27 日号社説「満蒙新国家の成立と我国民の対策」、『全集』第 8 巻、
68 頁。
（35）同、69 頁。
（36）「大日本主義の幻想」第 2 回、『評論集』114 頁。
（37）ラドケ、前掲論文、114 〜 115 頁。
（38）昭和 6 年 9 月 26 日号社説「満蒙問題解決の根本方針如何」（第 2 回）、『評論集』
182 〜 187 頁。
（39）同第 1 回、『評論集』177 頁。
（40）松尾尊 「解説」『石橋湛山評論集』岩波書店、1984 年、299、304 頁。
（41）なお、石橋の家族観と小日本主義の関係については、次の文献が特に優れている。
及川英二郎「石橋湛山の秩序観と家族のアナロジー」『東京学芸大学紀要』（人文
社会科学系 II）第 57 号、東京学芸大学紀要出版委員会、2006 年、155 〜 169 頁。











（47）昭和 10 年 7 月 6 日号社説「支那の対日政策」、『全集』第 9 巻、92 頁。
（48）昭和 11 年 9 月 19 日号社説「世界開放主義を提げて」、『評論集』197 頁。
（49）参照、ラドケ、前掲論文、128 頁。
（50）この点については、増田弘が施した詳細な検討が有益である。参照、増田、前掲
書、119 〜 142 頁。
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<ABSTRACT>
Rational Thinking and “Small Japan Policy” 
as National Interests in Ishibashi Tanzan
SUZUMURA Yusuke
The main purpose of this paper is to examine arguments of Ishibashi
Tanzan（石橋湛山 1884-1973） from two points of view: ‘expericism,
functionalism, and pragmatism’, and ‘pacifism, international cooperation, and
opposition to imperialism, colonialism, and fascism’. Then we analyse the truth
of Ishibashi’s rational attitude and its consequence, “Small Japan Policy” from
the angle of a contribution to national interests.
As a result we clarify that Ishibashi advocated economical liberalism or
international cooperation because these were an adequate choice for him to deal
with great powers without detracting from Japanese national interests. At the
same time it is clear that Ishibashi acted and argued obeying the principle of
rational thinking, and “Small Japan Policy”, which was his main argument, was
a consequence of such an emphasis on rationality. It showed the pragmatic
attitude of Ishibashi, by which he believed that obtaining national interests and
keeping nature behind the thing-in-itself were more important than near-term
interests and a superficial phenomenon.
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